
























 = f! = (!1; !2;    ; !N ) : ! 2 SNg
ただし，SN は N 次対称群（f1; 2;    ; Ngの順列全体か
らなる群）とする．]
 = N !である．F = 2
（!の部分
集合全体）とし，(
;F)上の確率 P を，任意の ! 2 
に
対して，
P (f!g) = 1
N !
で定め，フィルトレーションを






は，並んでいる順で i番目の応募者が N 人中で下から数
えて何位であるかを表す）の表であり，Fi は，並んでい
る順に 1番目から i番目までの応募者の相対評価の全体か





1 (k = N)
0 (otherwise)
とすれば，最良選択に当たる．! = (!1; !2;    ; !N )に対




を満たす T0 2 Gyを求めることである．





+   + 1





+   + 1










yG は，停止時刻の全体（つまり， 2 G のとき，任意の n 2 [1; N ]








1 (k or l = N)
0 (otherwise)
とすれば，最良選択に当たる．! = (!1; !2;    ; !N ) に
対して，Xn 1(!) = !n 1; Xn(!) = !n とおくとき，問
題は，
E[f(XT0 1(!); XT0(!))] = max
T2G
E[f(XT 1(!); XT (!))]










+   + 1
(N   1)!
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+   + 1
(N   1)!
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+ 1　 or　 k(2)N =

N
e

+ 2
3.2 戦術による採用者の比較
N = 1000として，100回のシミュレーションをすると，
縦軸：採用者の順位　／　横軸：試行回数
のようになる．
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